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　　　　　　　　　 緒 　　　　言

　医療の 分野 に お い て プ ラ ス チ ッ ク 製品が 広 く使用され

る よ うに な り，薬液の 容器も従来の ガ ラ ス 製 か ら プ ラ ス

チ ッ ク製へ と移行の 傾向をた ど りつ つ あ るの が現状で あ

る．プ ラ ス チ ッ ク製容器 は 軽量で 破損 しに くい など，数

々 の 利点が あ るが，あ る種 の プ ラ ス チ ッ ク は内容薬液 と

相互反応 をす る こ とが知 られて い る．ま た プ ラ ス チ ッ ク

に 含有 され るモ ノ マ ー及 び添加剤 の 溶出は重大 な 副作用

をもた らす場合が 多 く，咋今 マ ス コ ミをにぎわせ て い

る．第 8 改正 日本薬局方 よ り輸 液用 プ ラ ス チ ッ ク容 器

試験法が収載され，そ の一項 目 と して 試験液 の 220nm
に お け る紫外部吸収を測定 し ， プ ラ ス チ ッ ク容器か ら溶

出す る安定剤及 び 酸化防止剤 の 規制を 行な っ て い る．

　耐薬品性に す ぐれ て い る とい わ れ る ポ リプ ロ ピ レ ソ も
パ ラ ベ ソ 類や 4 級 ア ン モ ニ ウム 塩類 の 吸着 の 報 告があ

り，また ビ タ ミソ A の ポ リ塩化 ビ ニ ル へ の 吸収 も報告 さ

れ て い る．

　現在 日本で 使用 され て い る補液容器の 中で，ポ リ プ ロ

ピ レ ソ 製の もの に つ い て 日常 の 使用条件下で の 安全性お

よ び 有用性を，溶出 と収着の 両面か ら検討 した の で 報告

＊ 1
日本病院薬剤師会中国 四 国 ブ ロ

ッ ク 大 会 （高 知，
　 1975 年 10 月）で 発 表
＊ 2

岡山市中 山 下 2 丁目 1−−80；1−80，Nakasange 　2−

　 chome ，　 Okayama
， 700　Japan

す る．

　　　　　　　　　窶　験 　の　部

試料

　 ポ リプ ロ ピ レ ン 製輸液容器 よ り切 りと っ た ，ポ リ プ P

ピ レ ソ （P ．P）片を試料 と した．試料 は 縦 10　cm 横 1．25
c皿 重 さ約 0．69 の もの を洗剤で 洗浄 した 後，注射用蒸

留水で 十分す す ぎ，乾燥 させ た もの を用 い た ．

実験方法

t　溶 出 試験

　試料の P．P 片を 各 々 内径 15   高さ 170　mn の 共 栓

試験管 6 本に 入 れ，  蒸留水，  生理
．
食塩液 ，   5％

ブ ド ウ糖液 ，   5％ エ タ ノ ール 溶液，   1115M
リ ン 酸綬

衝液 （頑 Z4 ），  O．02％ Tween　80 溶液を 25・m2 つ っ

加 え・28 °

± 2 °

の 室温で 一
昼夜放置 し，24 時間後に 紫

外部吸収ス ペ ク トル を測 定 した．対照 は 同体積の 各溶液

を試験管に と り，同様に 操作した もの を用 い た ，

2． 収方試験

　別 に P ．P 片を 局方溶出 物試験の 方法で操作 し，調製

した試験液 の 吸収 ス ペ ク トル を測 定 した ．

3． 収着試験

　実験 に 供 した注射液は チ ョ
コ ラ A 注 （VA ），強力 ビ タ

ノ ン グ リン 注 （VB1）・リ ン 酸 リボ フ ラ ビ ン 注 （VB2 ），
ア デ ロ キ シ ン 注 （VBe），フ レ ス ミ ン 注 （VBI，），ア ス コ

ル ビ ン 酸注 （VC ），ユ ベ ラ 注 （VE ），ナ イ ク リ ン 注 （＝一

贏
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コ チ ソ 酸 ）， ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド注 （ニ コ チ ン 酸 ア ミ ド）

の 9 種で，検液 の 濃度は実際 に 使用され る程度で ， し

か もそ の まま紫外都吸収が 測定で きる よ うに 注射用蒸留

水で 希釈 した ．

　試験方法 は ，
3 本の 共栓試験管 の 2 本 に P・P 片を

入 れ，残 り 1本は ブラ ソ ク と し，それぞれヘ ビタ ミ ン 注

射液の 希釈液を 25m2 つ つ 加え，遮光 して 28 °

土 2°

の

室温 で
一

昼夜放置 し ，
24 時間後に 蒸留水を対照 と して

2max に お け る吸光度を測定 した．2 本の 検液の 吸光度

は 平均 し ，
24 時間後の薬液濃度を計算 したが 2 本 の 間

の 差 は ほ とん どみ られなか っ た．

　1，
2，3 の 試験とも測定 は EPS −3T 日立 H記分光 光度

計で 行な っ た 。

紫 外部吸収ス ペ ク トル

　各 ビ タ ミ γ 注射液の UV ス ペ ク トル を図 1 ，図2 ， 図 3

に 示 した．VA は 328　nm に ，　 VB ， は 263　nm に ，　 VB2

は 268nm に 吸収極大が み られ る．　VB ， は 238　nm に

も吸 収極大が あ る が，添 加剤 の 影 響が大 きい の で 263nm

を λmax とした ．　VBfiは 293　nm に，　VBIz は 361　nm

に ，VC は 267　nm に そ れ ぞれ吸収極大 が み られ る．

また VB12 の 361　nln に お げ る測定 は 水 銀 ラ ン プ を 使

用 して もタ ソ グ ス テ γ ラ ソ プを使用 して も同 じ吸光度が

得 られ た，VE は 286　nm に ， ニ コ チ ン 酸 お よ び ニコ

チ ソ 酸 ア ミ ドは と もに 263nm に 吸収極大 が み られ る．
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図 1　紫外部 吸 収 ス ペ ク ト ル ：VA ，　 VBI ，　 VB2
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図 2　紫外部吸 収ス ペ ク トル ；VBe ，　VBiS，　VC

　 　 　 　 、Vave 　Itangth　〔nm ｝

図 3　 紫外部吸 収 ス ペ ク トル ：

　 ニ コ チ ソ 酸ア ミ ド
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実験結果

　溶出試験，局方試 験 の 各試験液の 紫外部吸収 ス ペ ク ト

ル を 図 4 に 示す．実線は溶出試験 の 結果を 示 した が，

  か ら  の 溶液と も吸収は ほ とん ど 0 で あ り，試料か ら

お の お の の 溶液 へ の 紫外 部吸 収物質 の 溶 出 は な い と思わ

れ る．また 破線 は 局方溶出物試験の 結果で ，
220nm に

お け る吸 光度は 0．03 で 燒 定 の 0．30 よ りは る か に 小 さ

図 4　 溶 出試験 紫 外部 吸 収 ス ペ ク トル

く，こ の 試料 の 溶出は 局ガ試験に 合格 して い る こ とが わ

か っ た．

　収 着試験 の 結 果 を 表 1 に 示す ．検体 P．P 片 の あ る も

の とない もの との 吸光度 の 差 は ほ とん どな く， 24 時間
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後の 吸着を計算す る と
一

番大ぎい VA で も 1％ 程度で

あっ た．

　プ ラ ス チ ッ ク 表面 と薬剤は 物理 的な 力に よ っ て 吸 着，
吸収が お こ るこ とが考えられ るが，検討した 9 種 の ビ タ

ミ ン 注射液とポ リ プ ロ ピ レ ン との 反応 は ， 実際に 医療で

使用され る条 件下 で は 無視で きる もの と思 わ れ る．

表 1　 吸 41
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注 ：（1）ND ＝none 　detected　〔＜ ± 5 ％ ）

　 （2）Vitamin　C ；0．1％重 硫酸ナ ト リウ ム 添加

　　　　　　　　　績　　　 論

　A 社 の ポ リプ 巨 ピ レ ン 製輸液容器 の 各 種溶液へ の 溶出

及び ビタ ミ ン 注射液 と の 相互 反応 に つ い て の 検討を 行な

っ た が，こ れ らに つ い て は特 に 不 都合と思われ る点は 見

あた らなか っ た．今後 プ ラ ス チ ッ ク製容器は ます ます増

加す る こ とが 十分推察で きる の で
， 他 の 薬剤につ い て も

続けて検討 してゆ きた い と思 う．
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